
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

南太秦だより 平成２７年度前期 

学校評価のおしらせ 

全４ページで，学校評価の結果をお知らせします。ぜひ
ご一読いただき，今後の取組にご協力いただきますようよ
ろしくお願いします。 

平成２７年１０月９日 
京都市立南太秦小学校 
校 長  清水 淳一 

このページのグラ
フは，保護者の皆様に
ご協力いただいた「南
太秦小学校の教育に
関するアンケート」の
結果をまとめたもの
です。アンケート結果
からは，保護者の皆様
のご理解・ご協力を強
く感じておりますが，
本校ではより厳しい
データ処理基準を設
け，改善すべき課題は
何か分析・検討してい
ます。 
 重要度・実現度の高
い項目からは，「友だ
ちと仲良くし，きまり
をよく守る」「教職員
を信頼し，学校で楽し
く学んでいる」南太秦
の子どもたちの姿が
鮮明で，今後も地域・
家庭・学校が三位一体
となって児童の健全
育成に取り組むこと
が望まれていると感
じます。 
 対照的に，２つの項
目で実現度が大きく
落ち込みました。わた
したち教職員が，昨年
度学校評価を踏まえ
て取組強化を図って
いる内容です。３ペー
ジ「今後のステップ」
で詳しくお知らせし
ます。 

重要度・実現

度ともに１００

ポイントの達成

をめざしていま

す。 

目標 

子どもは好奇心のかたまりです。ふだんは自制
がきいていても，ふとした瞬間に一線を乗り越え
てしまいます。だからこそ，心の通う約束，分か
りやすい説明，与える者の責任としての対策など
が必要です。調査によると，ネットトラブルに巻
き込まれた際，誰にも「相談しない」と回答した
小６が７割に上るそうです。情報モラル教育は，
学校でも家庭でも喫緊の課題です。 

「学校で勉強さえしていれば，家庭学習は
不要だ。」とお考えの方はほとんどないと思い
ます。しかし，子どもたちの取り組み方を見
ていて，「こなすのに精いっぱい」「なかなか
始めない」「とりあえず済ませている」等，感
じられることが多いのではないでしょうか。
「宿題」＝与えられたもの，やらされている
もの…そこからの脱却が必要です。 

南太秦 前進・充実のキーワード 

「自学につながる学習意欲」と「情報モラル」です。 



 やさしさ・まじめさ・すなおさは南太秦の子がほこれるところです。「自分から」「自分たちで」
やれる子になってほしい，やはりここからも「学習意欲の向上」に取り組む必要性を感じます。 

（７月実施の「みんなのふりかえりシート」の集計結果をもとに，教職員で分析しました） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「人権・道徳・規範意識」「所属感」のグラフは，その広がりの大きさに
喜びを感じます。１ページに示された保護者の皆様の実感は，児童の意識そ
のものであると言えます。人と人とがつながる社会生活の中で大切にしたい
「やさしさ・まじめさ・すなおさ」が南太秦の子には身に付いています。も
う一つ求めるとするなら，「たくましさ」でしょうか。これは挑戦すること
につながるからです。 

一方，「学習意欲」の項目は，そのほとんどが目標を下回りました。右端
に掲載している本校６年生の回答傾向とも重なる部分を感じていただける
でしょうか。主体的・能動的に学べる子を育てる教育の在り方を考え，わた
したち教職員はできることから始めています。 

１００ポイン

トの達成をめざ

しています。 

※ 「全国学力・学習状況調査」

で実施された「児童質問紙」結

果から読み取れる本校６年生

児童の意識・現状は以下の通り

です。 

① 学校の授業に対する関心・意

欲は高い水準であり，頑張って

いるという自覚もありますが，

「好き」というわけではありま

せん。 

② 国語科・算数科・理科ともに，

勉強としてやりたくないわけ

ではないけれども，実生活につ

ながっている・生かすという意

識にまでは至っていません。 

③ 基本的な生活習慣の定着は

高い水準です。家庭生活・地域

生活で安心・安全が守られてい

ることがうかがえます。 

④ 「やり遂げる」「挑戦する」

という姿勢に弱さがあり，達成

感・自己有用感を味わう体験を

もっともっとさせたいところ

です。  

⑤ 家庭学習の時間（塾・家庭教

師含む）は全国平均より多いで

す。但し，授業の予習・復習を

している割合は少なく，自分で

計画を立てて学習している割

合も少なくなっています。 

⑥ 新聞を読んでいる割合は極

めて少ないです。 

⑦ きまりを守ろうとする態度，

友だちへの思いやり等，規範意

識は高いです。また，将来展望

（夢）をもっている児童の割合

も極めて多いです。 

 



今後のステップ 
 

「やらされる」勉強から「進んで取り組む」学習へ，「宿題」から「自学」へ，転換を図ります。 

（例えば，こんなことを始めています） 

・ グループワークを中心とした学習，課題解決の方法を自分・自分たちで選ぶ学習などを，これまで以上に導入しています。主体的・能動的な
学習のことをアクティヴ・ラーニングと呼び，次の学習指導要領の中で大きく取り上げられます。 

・ ５年生で初めて，従来の一方通行の発表会をやめ，セッション形式の「夏休み自由研究発表会」に挑戦しました。３年生は，１年生を招いて，

学校行事等をくり返し紹介する異学年交流に取り組みました。 

・ 夏休みの課題・宿題をすべての学年で減らし，自由研究や自主的な学習の充実を推奨しました。 

・ 漢字の書き取り練習の「宿題」を廃止し，午後の帯時間に，担任の指導の下，全校で書き取り練習に取り組んでいます。「みなうず漢字検定」
で，１００点が取れるまでとことんがんばる取組も行います。 

・ 「みなうずトライアルテスト」を５・６年生で実施し，模擬テスト・実力診断テストの形式に慣れるとともに，自身の現状を知り，学習計画
が立てられるようにしています。 

 
学習成果・学習効果の実感・「見える化」を進めます。 
（例えば，こんなことを始めています） 

・ どうなれば合格なのか，ゴールなのか，めあてを明確にしたり，数値目標をもたせたりしています。 

・ 夏休みの新聞・えにっきなどを複数の教員で見，評価しました。他の児童にも紹介したい作品は「大賞」として校長室前に掲示しています。 

 
家庭と連携して情報モラル教育を展開します。 
（１１月にすべての学年で授業を行います） 

学年 ねらい 

１年 個人情報を守ることの大切さを知り，自分のことを安易に他人に教えない態度を養う。 

２年 他の人の作品を利用したいときには，作者の許しを得ることが必要であることを知ると共に，真似せずに自分で考えようとする態度を養う。 

３年 他の人の写真を勝手に撮影したり，インターネット上に公開したりすることは肖像権の侵害に当たることを知り，情報の適切な使い方について考える。 

４年 音楽や画像・映像には著作権があり，許可なく使用すると法律で処罰されることを知り，情報の適切な使い方について考える。 

５年 無料通話アプリなどを使った仲間外れを題材に，ＳＮＳにおけるコミュニケーションの危険性を知り，適切な使い方について考える。 

６年 インターネット上に流出した画像・情報は完全に消すことができないことを理解し，個人情報を適切に管理しようとする態度を養う。 

※ 育成学級児童は交流学級で，またはくすのき学級で，一人一人に応じた指導方法で学習します。 



学校運営協議会 理事の皆様より（学校関係者評価） 
 

○ 南太秦の子どもたちに見られる学

習意欲や主体性，問題解決力などの課

題は，大学や企業の課題と全く同じで

す。大学生，社会人になっても，指示

されるまでできない，新しいアイディ

アが出せない，改善点を見いだせない

など，憂慮すべき現状があります。小

学生のころから「進んで学ぶ」こと＝

アクティブ・ラーニングを積み重ねて

いくことが，この社会的課題の解決に

つながっていくと思います。 

 

○ 従来の講義型授業ではなく，積極的に協同

学習を取り入れている学校が増えていると

聞きます。グループの中で自分の得意分野を

惜しみなく他者に伝え，構成者全員が高まる

ことを目的としているそうです。本校の児童

にも，評価してほしいと思うこと，評価して

もらったことを隠すのではなく，また出し惜

しみするのではなく，どんどん公表すること

のできる子どもを育てたいです。 

○ 情報モラルを学校としてカリキュラム化

することはとても大切だと思います。その内

容をぜひとも保護者の方に知っていただき，

日頃の子どもとのかかわりの中でくり返し

伝えられるようになっていただきたいです。 

○ 子どもたちの学習意欲を高めていくため

には，その子の存在価値を認め，理解できる

ように伝えてあげることが大切です。そのよ

うな受容の環境の中で，さまざまな取組を進

めてください。 

○ 勉強でも仕事でもボランティア活動でも，

「やらされている」と思えば苦痛でしかあり

ません。楽しくやろう，自分からかかわろう，

とすることが本当に大事です。学校の取組が

その方向に向いていることを嬉しく思いま

す。 

○ 協同の学びを拡げていくためには，環境の

整備も必要です。机の配置を変える，すぐに

動かせるようにする等，工夫をしてみてくだ

さい。座席を固定しない，個別の道具を準備

しないなど，自然と協同が生まれる，あるい

は協同せざるを得ない環境づくりが，先進的

な企業や大学で始まっています。 

○ 評価されることは，人にとって大きなモチ

ベーションアップにつながります。褒められ

る機会，認められる機会を増やすという方針

は大いに賛成です。また，大人から「ありが

とう」をたくさん投げかけてほしいです。人

に感謝される喜びを，くり返しくり返し味わ

わせることで，自己有用感が高まっていくと

思います。 

○ 失敗はあると思いますが，どうすればその

失敗を克服できるか，失敗をどう生かすか考

えられる「折れない人間」に育てたいです。

そのためには，正直に伝えたら「許される」

経験を積むことが必要だと思います。 

○ 「アクティヴ・ラーニング」の考え方は，

大学でも広がり始めています。小学生からの

積み上げが，大学や社会で生きることは間違

いありません。それは，自分で将来設計をす

る力につながっていきます。 

○ 情報モラルに関する指導は積極的に進め

る必要があります。権利に関すること，処罰

に関することなど，誤った知識・行動が取り

返しのつかないことになるという厳しい現

実は指導しなければなりませんが，その根底

にある「自分を大切にする」「自分と同じよ

うに他人を大切にする」という心情面の指導

も忘れずに行ってほしいです。
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